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―巻頭言― 
 

「あなたがたの中に、あなたたがたの知らない方が立っておられます。」 

（ヨハネの福音書 1：26） 

 

                 
                                     理事長 安藤能成 

 

皆様のお祈りのうちに覚えていただいて

おりました「福音讃美歌協会」が７月１８

日、設立総会が開催され動きはじめまし

た。 

福音讃美歌協会準備委員会の段階

からジャーナル発行、カンファレンス開催を

とおしてすでに働きを進めてまいりましたが、

正式に団体として立ち上げることができま

したことを感謝とともに報告させていただき

ます。 

本協会のこれからの取り組みについて

考えますと、あまりにも多くの課題と求め

があることに気づきます。けれどもこの働き

は私たちの人間的な要求のためではなく、

礼拝の主体であり、この働きの目的であ

る会衆の讃美をお受けになるただひとりの

お方、主なる三位一体の神様のためで

あることを知るとき、私たちの能力を超え

たことを主ご自身がなさせてくださる、とい

う期待に溢れるのであります。それとともに

信仰と志を同じくする多くの方々が居てく

ださり、力を結集してくださるのでなければ

全うできないと思わされています。どうかこ

の働きに参加してください。 

バプテスマのヨハネが紹介したお方、主

イエス・キリストが今、私たちの中に立って

おられるのを知ることは何と力強いことで

しょう。私たちはこのお方を救い主、真の

牧者、王である祭司、永遠の神として知

っています。しかしその全能の御力につい

てはなお知り得てはいません。この働きの

ためにどんな御力を現してくださるのか、

期待に胸を膨らませながら前進したいと

思います。 
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ù福音讃美歌協会発足を祝してù 
 

～21世紀の日本宣教・教会形成に 

寄与するため～ 
 

日本同盟基督教団 
前理事長 赤江弘之 

 

主の御名を賛美します。  

 私は、教会音楽に関してのみならず、音

楽一般に関して素養のないものです。そ

のような私が、40 年近い牧会経験の中

で考え続けて来た事の一つが,賛美歌の

あり方です。それは、第一に、日本独自

の賛美歌を生み出すことです。日本人の

感性にあう、日本の教会から生まれてくる

信仰の歌というべきものです。第二に、今

の時代にふさわしい、若い世代に届く賛

美が求められます。第三に、福音主義の

教会が一つになって用いるものとなること

です。今は無理であっても、今できる範

囲の協力で始めなければ将来も期待で

きません。本来ならば 30年～50年前に

手がけるべきことであったと思います。しか

しながら、過去を悔やんでも、過去の

人々を、批判するだけで終わってしまいま

す。問題は、私たちのこの時代のなかで、

精一杯のことをする責任が、私たちにあ

るのではないのでしょうか。幸い、優れた

音楽家が協力して、出版社と共に協力

しておられることを知り、教会の、教会に

よる新しい、ビジョンによる取り組みを呼

びかけました。幸い、私の所属する教団

のリーダーが、共鳴してくださり、他の教派

の先生方と共に、この計画が進められて

きました。今はまだ少数の教派であっても、

いずれ多くの教派の教会も加わって下さ

ると信じています。「いのちのことば社」が

全面的にご協力してくださり、この働きを

支えておられることに、感謝と、敬意を深

く覚えています。働きが早く実現するため

に私は身を引いて、側面から祈り、応援

する立場にさせていただきました。やがて

できてくる賛美歌を手にする日を待ち望

みつつ、できる限りの支援を惜しまないも

のです。安藤能成先生はじめ、ここまで

準備してくださった方々に心からの感謝を

お捧げします。全ての聖徒と諸教派・諸

団体、諸教会、のご理解、ご協力を心

からお願いします。 それは、日本の福音

宣教と教会形成、とりわけ礼拝の充実に

大きく寄与すると堅く信じているからで

す。 

 

 

 
vvvvvvvvvvvvvvvvv 
 

 

～福音讃美歌協会に寄せる思い～ 
 

日本福音キリスト教会連合 
前全国運営委員長 高橋和義 

  

2005年 7 月 18 日。設立総会開催をも

って福音讃美歌協会の歩みが始まりまし

た。讃美の的であられる主イエスに心から

感謝し、御名を崇め、協会の今後に大

いに期待するものです。 

 私は、立場上、最初の会合から加わら

せていただき、協会発足の準備に携わる

機会を得ました。そのお陰で、知識に乏

しい者が、讃美歌に関係する諸課題と

讃美歌集発行に伴う様々な必要事につ

いて理解を深めることが出来ました。今は

新しく歩みを始めた福音讃美歌協会の
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ために心から祈る者の一人です。 

 福音讃美歌協会の使命は、単に新し

い讃美歌集発行に留まるものではなく、

福音的立場に立って諸教会の讃美歌に

関わるあらゆる課題に恒常的に取り組む

ことです。また、その働きは純粋に教会の

営為として行われるべきものです。このよ

うな性格付けが協会発足の前に十分な

時間をかけて確認され、ゆくゆくいささか

のブレもないようにされ、その上に立って

準備が進められてきたことを、私は感謝

をもって証しいたします。 

 協会の前途を思うとき、理念の面で最

初によき土台が据えられたことは実に幸

いなことでした。経済的な必要をはじめと

して多くの困難な課題も予想されること

ですが、私たちの主はご自身の御業とし

て導いて下さいます。その事を信じます。 

「そこで、彼らはみことばを信じ、主への賛

美を歌った。」（詩篇 106篇 12節） 

 出エジプトでの偉大な救出とイスラエル

への神ご自身の恵みと祝福に思いを馳 

せ、喜びにうち震えながら詩篇の作者は

歓喜の歌を歌いあげました。神の御業は、

それに与った者たちに常に新しい歌を歌

わせます。みことばへの信頼を一層増さ

せます。 

 福音讃美歌協会の働きを通して、広く

キリストの教会の中で「新しい歌を主に

歌え」の祝福が広げられてまいりますよう

に。 
 

 

 

 

 

 

 
[後列左から] 井上、白石、鎌田、植木 

[前列左から] 林、安藤 

 

 

 

福音讃美歌協会理事会 
 

理 事 長 安藤 能成（日本同盟基督教団） 
副理事長 林  桂司（日本福音キリスト教会連合） 
理  事 井上  義（日本同盟基督教団） 
     植木 紀夫（日本福音キリスト教会連合） 
     鎌田 雅人（日本福音キリスト教会連合） 
     白石 剛史（日本同盟基督教団） 
監  事 飯田 勝利 
     山田 洋一 

 
事務主事 安西 仁美 
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福音讃美歌協会準備委員会 会計報告 
２００５年７月３０日 

旧福音讃美歌協会準備委員会 

副委員長・財務担当 植木紀夫 

 

福音讃美歌協会準備委員会は、同協

会の設立に伴いその務めを終えましたので、

ここに準備委員会の会計報告を致します。

尚この会計報告は先に、福音讃美歌ジャー

ナル創刊準備２号紙上でご報告した中間

会計報告分も含めた準備委員会の全活動

期間（2004年 7 月 1 日～2005年 7 月 18

日）のものです。 

 

［収入］ 
献金(３７件)         ￥４８４，０８１ 

計         ￥４８４，０８１ 

[支出] 
福音讃美歌ジャーナル発行諸経費 

(2 回発行分)       ￥１７６，０４０ 

カンファレンス関連諸経費 

(2 回開催分)       ￥ ９０，９５６ 

福音讃美歌協会設立総会関連諸経費 

￥ ３１，０１０ 

アルバイト人件費      ￥ ５１，０００ 

交通費             ￥  ７，５９０ 

通信費（ジャーナル関連通信費を除く）  

￥  １，６２０ 

事務用品費         ￥  ２，６３２ 

消耗品費           ￥  ３，６３２ 

印刷費            ￥  ５，５８０ 

会議費            ￥  ２，８４２ 

支払手数料         ￥    ８８０ 

計         ￥３７３，７８２ 

[残高] 
￥１１０，２９９ 

 
監査報告 
福音讃美歌協会準備委員会会計処理につき、

監査の結果、適正に執行され、運用、処理

されているものと認め、ここにご報告いた

します。 
 
２００５年８月２２日 
    監事 山田洋一、飯田勝利 

 
 
献金者名（敬称略） 
（教会） 

菅生キリスト教会、日本同盟基督教団、

キリスト教朝顔教会、我孫子福音キリス

ト教会、都賀キリスト教会、北方キリスト

教会、主都福音キリスト教会、菅キリス

ト教会、上作延キリスト教会、こどもの国

キリスト教会、大磯キリスト教会、東村

山キリスト教会、結城福音キリスト教

会。 

（個人・団体） 

刑部照美、刑部吉重、斉藤眞木子、

高橋和江、小見勲、三川献児、岩淵

佳子、中山信児、中山和子、原京子、

狩野和義、オフィス MANA。 

（その他） 

第２回カンファレンス席上献金 

 
 

 

注１． 準備委員会会計は福音讃美歌協会設

立総会（2005年 7月 18日）までの必要

を扱っています。 

２． 福音讃美歌協会設立以降、準備委員

会郵便振替口座にご送金下さった献金

は、福音讃美歌協会への収入とさせて

頂きます。 

３． 準備委員会の当初予算は￥500,000 で

したが￥110,299 の剰余金が出ました。

これは準備委員会が３回発行を予定し

ていた「福音讃美歌ジャ－ナル創刊準

備号」の発行が２回に留まったことによる

ものです。尚、剰余金は、福音讃美歌

協会理事会の了承に基づき、福音讃美

歌協会会計への収入として引継ぐものと

します。 

 

以 上 
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２００５年５月２０日（金）開催 

福音讃美歌協会準備委員会主催 

第 2回福音主義教会音楽カンファレンス・講演 

 

～神殿礼拝における賛美～  
歴代誌第二 5章 1節～14節 

 
日本同盟基督教団 和泉福音教会牧師 

遠 藤  嘉 信    

 

－祭壇の東側に立つ－ 
 

アサフ、ヘマン、そしてエドトンを代表とし

て、その家族に加え、120人の祭司から構

成される聖歌隊とオーケストラは、祭壇の

東側に立ちました。つまり、聖所の外の中

庭に位置している祭壇の東側、或いは正

面を向いて立ちました。もっと言えば、聖所

の中庭に入る入口の近くに立って、いけに

えを捧げる祭壇や聖所の神の臨在の方を

向いて立ったということです。 

おそらく、それは、意識的に礼拝賛美の目

的を明確に打ち出した表現ではないかと

思われます。つまり、それは会衆を慰めたり、

励ましたり、喜ばせるためではなく、また礼

拝の雰囲気を高めるためでもありません。

聖歌隊の使命は、専ら神をほめたたえるこ

とにありました。宣教学的な要請から、聖

所の東に位置する入口に向かうというよう

なことをせず、あくまでも聖なる神に向かい、

神礼拝のために聖歌隊が備えられていたと

いうことをこれは示しているのだと思います。 

第一コリントの 14章 24節から 25節に、

「しかし、もしみなが預言をするなら、信者

でない者や初心の者がはいって来たとき、

その人はみなの者によって罪を示されます。

みなにさばかれ、心の秘密があらわにされま

す。そうして、神が確かにあなたがたの中に

おられると言って、ひれ伏して神を拝むでし

ょう。」とありますが、この御言葉にも宣教に

関する重要なヒントがあるように思われま

す。 

私たちが、教会の外に目を向けて、未

信者を配慮しなければ、礼拝に招くことが

出来ないとか、敷居を低くするために何らか

の工夫を必要としているなどと考えることが

どれほど必要なことでしょうか。この世と教

会との間のギャップとか、世代の溝などとい

うものを強く意識して、その橋渡しを、などと

考えずとも、私たちが教会に導かれたことを

も考えに合わせ、もっと主に委ねる必要が

あるように思います。神は、「わたしに近づく

ものによって・・・自分の聖を現し、すべての

民の前で・・・自分の栄光を現す」と言われ

たお方です。「わたしはある」と言われた神

は、自存の神であると言われます。ご自分

で存在され、ご自分でご自分の栄光を現

されます。 

求められているのは、他の人を意識して

後ろを向いたり、脇を見たりせずに、正面に

臨在される聖なる神の前にひれ伏し、真

直ぐに主に向かって賛美を捧げることです。

礼拝賛美は、宣教学的にというよりもまず

礼拝学的に考えられなければならないとい

うことでしょうか。そして、そのことが礼拝者

の一致にも深く関係してくることと思われま

す。 
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－まるでひとりでもあるかのように－ 

 

120人の祭司がラッパを吹き鳴らしました。

金管楽器、弦楽器、打楽器、そして聖歌

隊を加えた古代のオーケストラが、その歌

声を、文字通り「一つの声」として響かせて

いました。それは、ある意味、私たちが交読

文を読んだり、主のいのりを共に祈ることに

通じるところがあるかもしれません。 

原文は、「主をほめたたえ、主に感謝を

捧げる目的で、一人の人のように一つの声

で聞こえさせた」と読むことができます。会衆

として主をほめたたえること、感謝を捧げる

こと、ここには信仰共同体としての御霊の

一致が意識されています。アーメンという言

葉は厳粛です。御言葉の前に会衆がアー

メンと告白することができるとすれば、それは

御霊の御業です。同じ信仰を共有すること

のできる恵みを思います。聖霊が豊かにご

支配くださっています。 

主を礼拝する場所が整い、礼拝者が心

を一つにして神に感謝を捧げ、神をほめた

たえていることを、レビ人や祭司たちが音程

やリズムをもってまで表現しようとしていたと

考えたらそれは感動に包まれます。技術以

前に、信仰の一致が問われているのです。

大勢なのに一人のように唱和しています。

それぞれに異なる声と楽器、そして異なる

個々の存在であるのに、一人の人のように、

神に感謝し、神をほめたたえます。 

そして、それと共に、私たちがいろいろで

あることを主は喜んで下さいます。けれども、

本質において一致しています。それは、第

一義的には、感覚的、感性的な一致では

ありません。律法の理解、聖書の理解に

基づく一致です。賛美の歌詞が陳腐な神

理解ではなく、本当に練られた聖なる神を

相応しく表現するものでなければ、私たち

は一致して賛美することができません。神を

知る知識の一致、神学的な理解の一致、

教理の一致が求められています。それこそ

が公同性とも言えるものです。牧師や説教

者が御言葉の深みを知り、それを説き明か

すことができても、結局陳腐で、軽率な賛

美によってそれが還元されることを良しとし

たら、どうなるだろうかと考えさせられます。 

だからといって、最大公約数を探し出し、

一致できる範囲の賛美を作り上げようとす

る、安易なエキュメニカルな賛美は、聖書

が教えていることでも、奨励していることでも

ありません。それは例えば詩篇を見ればよく

わかることです。詩篇は徹底的に神につい

て知り得うる全ての御業と神ご自身をほめ

たたえようとしています。神に遠慮していた

だいて、割り引いた賛美することなどあり得

ないことです。 

そして、その意味で、神の御言葉そのも

のである聖書の教えにしっかりと根ざして、

神を愛し、そして隣人を心から愛することが

なければ、真の意味での礼拝に繋がりませ

ん。認罪と悔い改めに伴い、罪をあがなわ

れ、新生した者たちであることが前提となり

ます。それ故に、神の赦しを知る者となり、

和解の恵みに与っています。こうした人々

は、聖なる神の恩寵を喜び、御言葉を愛

し、真の信仰を共有しつつ、心を一つにし

て主を拝します。そのことが賛美の姿勢に

現れるということではないでしょうか。私たち

の会衆賛美によって神の民の内的調和が

見事に表明されているとしたら、それこそ主

がもっとも喜ばれることであると信じます。 

あるいはそれ以上に、この歴代誌家が、

そのことを驚きをもって書き留めているように、

この一致は、聖なる神ご自身が備えてくだ

さったアーメンの一致であることを思わされ

るのです。人々が一致を求めたのではなく、

聖なる神に向かう一人一人を神が御主権

をもって一つに合わせてくださったということで

す。そのことをこの著者が感動的に記して

いるということでもあると思います。 
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会衆讃美と讃美歌のこれからを考える札幌セミナー 

日 時：２００５年１０月１４日（金）  １５：００～１６：３０ 

場 所：北海道聖書学院（札幌市白石区北郷１条３丁目１－６１） 

講 師：植木紀夫（桜美林大学総合文化学群講師、キリスト教朝顔教会音楽主事） 

内 容：〔講演〕『会衆讃美の歴史と展望』 

〔報告〕福音讃美歌協会について 

〔質疑〕 

主 催：教会音楽札幌セミナー準備会 
《準備委員》 

八尋 勝（北海道聖書学院長、JECA・札幌聖書キリスト教会） 
遠藤 稔（単立・東栄福音キリスト教会） 
朴 永基（同盟基督・新札幌聖書教会） 
下川友也（同盟基督・日高キリスト教会） 
菜花 香（北海道聖書学院講師、JECA・栄福音キリスト教会） 

共 催：福音讃美歌協会                                

お問い合わせ：北海道聖書学院 電話 011（871）7892         
 
 
 
第１回福音讃美歌協会教会音楽セミナー 

 
講 演 

『これからの会衆讃美－過去に学びつつ－』 
                                            ～講 師：井上 義～ 

＆ 
ワークショップ 

『さんびか伴奏のあれこれ』 
－オルガン・ピアノ・リードオルガン、さんびか作品の種類の違いを念頭に－ 

                                      ～講 師：植木 紀夫～ 

 
 

 

日 時：2005年 11月 25日（金）  19:00～20:45 

場 所：日本同盟基督教団世田谷中央教会（世田谷区桜新町 1-14-22） 
主 催：福音讃美歌協会 

お問い合わせ：福音讃美歌協会  Email: info@jeacs.com   

         電話 03-3428-2388（世田谷中央教会） 
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=入会方法＝ 
会員の種別は正会員（教会・教団・教派等）、準会

員（各個教会、団体等）、賛助会員（各個教会、個

人等）の三種類です。 
賛助会員につきましては、入会申込書をご請求い

ただき、郵送又はＦＡＸ送信していただく、もしくは

下記ホームページより入会申込みに必要事項をご

記入の上、送信していただくことにより入会すること

ができます。 
正会員、準会員につきましては、協会へ直接お問

い合わせください。入会のしおりを郵送致します。 
 
 
 

 

 

 

 

 

 

 

 

会計報告 (２００５年７月１９日～９月３０日) 

 

収入  会員年会費      310,000 

献 金              23,000 

準備委員会残金    110.299 

収入合計      ￥443,299 

 

支出  理事会費           18,078 

委員会費            2,000 

事務費             54,608 

人件費             83,000 

支出合計      ￥157,686 

 

残高  収入－支出     ￥285,613 
 

【会員年会費】日本同盟基督教団（正会員）、 

いのちのことば社（準会員） 

【献   金】札幌希望の丘教会、 

橋本キリスト教会 

 

感謝とともにご報告いたします。 

会計 鎌田雅人 
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◆郵便振替口座◆ 
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